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京都府北部海岸地方の野生動植物に関する研究 .
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京都府文化環境部自然環境保全課 (連革担当者佐藤芳郎氏) 団体 :冠島研究会 など

itene

our

【研究活動の要約】
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【研究活動の成果】

オオミズナギ ドリについては新たな採餌海域 (日本海中西部)の存在を示唆するデータが得られたoイ

A? 芸芸引芸

個人 :京都市 田端 修氏､舞鶴市 黒田悠三氏､清水厳三郎氏

2オオミズナギ ドリについては 羽に発信器を装着 し､その採餌行動を衛星で追跡した○

イソスミレについては全国の生育場所について調査し､各集団の遺伝的多様性を算出し､近縁のタチッ

丹後市久美浜町及び三重県津市白塚海岸のコウボウムギ個体群内に方形区を設置し､区内に生育する

､DNAコウボウムギの全てのラメットについて位置を測定し､植物体を採集 し 分析により遺伝子型を

決定したO遺伝子型に基づき､クローン繁殖のパターン等を解明したa 

6 7年 月及び 月にヒヌマイ トトンボの生息が確認されていた京丹後市 久美浜湾に流入する河川.

､9河口を現地調査したoまた 月初旬オカヒジキに寄生するマダラメイガについて分布を調査した○

2015 9 9昨年 年ぶりに生息が確認された舞鶴市のオヨギカタビロアメンボの生息状況を 年 月に再び,

調査したoまた､福井県高浜町の溜池も調査したoさらに飼育して､越冬形態についても調査したo

ソスミレの遺伝的多様性が明らかになり､保護に向けての指針が得 られつつある○コウボウムギの個体

ごとの遺伝子型を調査 し､クローン繁殖の様相が解明されたoヒヌマイ トトンボは残念ながら､久美浜
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湾での生息を再発見できなかったoオヨギカタビロアメンボを舞鶴市の生息地で再確認 したところ､有
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麹型個体が出現していないことが判明したO佐賀県産および舞鶴市産個体群を飼育し,いずれの個体群

も卵態越冬することを確認できたo 

(詳しくは付帯文書を参照してください)

【研究成果の運元】
 

(開催 した発表会 .成果報告会等の開催 日､場所､参加者 等を御記入ください)
 

9年 12月 舞鶴市西公民館 約 50名参加
 

(報告書､論文等のタイ トル､希望者-の配付/閲覧の有無 等を御記入ください)


滋賀県におけるオヨギカタビロアメンボの初記録 ｢南紀生物｣5 1巻 2号 : 1 2頁


京都府 と滋賀県における絶滅危倶昆虫 3種の記録 ｢南紀生物｣5 2巻 1号 (印刷中)
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【お問い合わせ先】 学部 応用昆虫学研究室 職名 :中尾史郎



参考（イメージ図、活動写真等） 

 

ＡＣＴＲ発表会  

2009 年 12 月 6 日 舞鶴市西公民館にて 
 

 

イソスミレ （石川県にて） 



 
過去の好適な生息地におけるヒヌマイトトンボの分布調査 

 (2009 年 6 月 27 日) 
 

 

 オヨギカタビロアメンボ 

 

 

 

 




